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Looking Back the History and the Traditional Industry of 
Arimatsu Town to Succeed in the Coming Ages
 Five years have passed since I have been researching in Arimatsu Town. The town has a 
long history of over 400 years from the Edo era. Three magnificent features are the result of 
this long history : a surprisingly beautiful old cityscape, a traditional “Shibori” tie-dye industry 
and a festival float culture. To continue the history and traditional industry of Arimatsu, it is 
required that it succeed in the coming ages. I started working with the residents of Arimatsu to 
preserve the valuable artifacts that are stored in private homes and not available to the public. 
First of all, I look back at the “Arimatsu Town History Book” which was published in 1956 and 
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34 根 尾 文 彦
まりの資料についてはまとまって記されたものがなく、一部は各家庭に保存されているもの
と思われる。しかし、住民の高齢化が進み、資料が大切に保存管理されていない家庭も多い
ことが容易に想像できる。今回の調査を通して中興の祖である鈴木金蔵氏の資料が提供され
て、現在調査を行っている最中である。一人の資料だけでも絞に関わるものから生活に関わ
るものまで膨大な資料が存在する。多くの熱意ある住民がいる間に、次の世代に繋ぐことが
できる有松の歴史資料保存版を完結できることを願う。
　また、重伝建への選定及び日本遺産の認定を受けて、名古屋市も有松の歴史史料の保存・
活用活動を積極的に支援してくれている。有松の町に住民が待ち望む貴重な資料館が完成し、
住民のみならず多くの人が活用できることを心から願っている。
１） 『有松町史』より引用。
２） 同上。
３） 同上。
『有松町史』発行：有松町　編纂：有松町史編纂委員会　昭和31（1956）年３月
『有松志ぼり』発行所　財団法人有松絞技術保存振興会　昭和47（1972）年10月
鳴海・有松絞会館ホームページ　https://shibori-kaikan.com/ja/
株式会社　竹田嘉兵衛商店ホームページ　http://www.takeda-kahei.co.jp/
特定非営利活動法人　コンソーシアム有松ホームページ　https://c-an.jp/
